
株式会社コムデック
〒516-0007　三重県伊勢市小木町484-1　TEL 0596-31-1100　FAX 0596-31-3300

http ://www.facebook.com/comdec. jphttp ://www.comdec. jpHP

IT活用戦略セミナー2018　～ To grow together. (共に成長できる) ～

代表取締役社長  樋口 雅寿
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「IT」や「クラウド」が特別な言葉では無く、当たり前の存在になり働き方を改革する力を持てるようになりました。

Office365、Evernote の導入により弊社の働き方も大きく変わり、「DropBox、シンカCTI、LINEWORKS」の導入により、働き方の変化は加速

しています。

そして我々だけで無く、クラウドサービスをご紹介させていただき、実際に業務に導入された多くのお客様の働き方も進化し始めています。

これまでも、そして大きく変わろうとしているこれからの時代も、お客様と共に弊社も成長していける未来を目指し、第三回となる「IT 活用戦略

セミナー2018 ～To grow together.～」を開催致します。

基調講演には、Microsoft日本法人 伝説のマネージャーであり、ビル・ゲイツも激賞したプレゼンの達人「澤 円(さわ まどか)」氏の登壇が決定！

５月9日に開催された日本最大規模の IT 展示会、「ITWEEK」で 1500名の聴衆を沸かせたプレゼンテーションを拝見しましたが、登壇者の中

でもダントツに上手い！

日本 No.1 のプレゼンテーションを伊勢で見ていただける特別な機会となります。満席必須の IT 活用戦略セミナーの申し込みはお早めにお済

ませください。

突然の外国人の来訪に混乱する社内、店舗は昔の話、今はインバウンド全盛で外国人の来訪は当たり

前になりました。しかしアナタの会社にフランス語や中国語喋れる人いますか？「翻訳こんにゃく」

欲しいと切実に思ったことないですか？ ( 笑 )

「POCKETALK」は最近CMでも見かけるようになった、互いに相手の言葉を話せなくても、まるで

通訳がいるように対話ができる夢の音声翻訳機。小型ながら、英語はもちろん、中国語、韓国語、フラ

ンス語、タイ語、ベトナム語など、63の言語で双方向のコミュニケーションができます。

実際に手に取って翻訳させると、日本語→英語を、サクサク翻訳してくれる「POCKETALK」に周囲

からも驚きの声があがっていました。そんなの翻訳アプリで簡単にできるよって声もありますが、双

方向翻訳の場合は外国人にも操作していただく必要があるので、誰もが使いやすい端末が必要です。

翻訳専用端末はボタンの数が少なく、操作も容易で子供から高齢者まで訓練せず、誰でも圧倒的に使

いやすいのです。「POCKETALK」なら月々僅かな料金で、店頭やカウンターに手軽に使える、いざ

という時の１台として翻訳端末が設置可能になります。

63言語対応の手のひら翻訳機　POCKETALKImadokiアイテム

▲ITWEEKの展示ブースでも注目度は
　高く人だかりができていました。

IT 導入補助金 2018 についてご報告経営者様向け情報

昨年に引き続き二回目となる「IT 導入補助金」、IT 化を加速させるのに絶好の機会なの

ですが、昨年と申請手順がかなり異なっており告知が遅れており申し訳ございません。

IT 導入支援事業者、利用ツールの登録は、既に通過しており、既に一部のお客様のご

協力を得て第一次公募に向けて申請業務を進めております。

しかし現時点では、第一次公募の結果 (６月 14日 ) が出ておらず、多くの皆様に活

用いただく準備がまだできておりません。

今少し準備にお時間を頂戴いたしますが、Imadoki７月号で、「IT 導入補助金活用セ

ミナー」をご紹介できる予定ですので今しばらくお待ちください。

IT ツール（ソフトウエア、サービス等）導入経費の
一部を補助することで、中小企業・小規模事業者
等の生産性、経営力向上を図ることが目的です。

補助率 : 導入経費の50%（上限 :50万円）
予算額 :500億円
所管省庁 : 経済産業省

IT 導入補助金概要

交付申請期間：4月20日～ 6月 4日
交付決定：6月 14日

交付申請期間：6月中旬～8月上旬
交付決定：8月中旬

交付申請期間：8月中旬～10月上旬
交付決定：10月中旬

IT 導入補助金スケジュール
第一次
公　募

第二次
公　募

第三次
公　募

ご相談窓口

6 月 19 日 「IT 活用戦略セミナー」にて行政書士オフィ
スプロミネンス 西川先生の「IT 導入補助金」相談受付を
開設いたします。
煩雑な申請業務の支援を西川先生と共同で実施いたし
ます。
「IT 導入補助金」を自社の IT 化推進材として活用希望の
企業様は是非ご相談ください。

外国語で聞く

外国語で話す

通信

クラウド

日本語で聞く

日本語で話す

メーカーのご厚意で
「IT 活用戦略セミナー」に
デモ機をご用意いたしますので

実際に触って確認してみてください！



誰もが使っているチャットツール「LINE」のビジネス版「LINE WORKS」の導入が僅か１年で１万社を軽々と超え全国的に加速しています。

弊社のお客様でも先月特集させたいただいた「エバーラケット」様をはじめ続々と導入される企業様が増えてきています。

「簡単に始められて」「確実に効果が出る」しかも、「安価 ( 一人月額 300円 )」と文句の付け所が無いサービスです。

個人版「LINE」はチャット始めるまでの友達登録に必要な IDや QRコードのやり取りが億劫で、オジサンの私は今でも「LINE」は苦手です ( 笑 )

しかしビジネス版「LINE WORKS」は、面倒な友達申請しなくても、社内の組織構造そのまま管理者が設定してくれるので、使い始めて即、

チャットが開始でき「LINE WORKS」使いやすくて大好きです。

総務・経理には、作業としては単純ですが、やたら面倒で確認が多い仕事が

集まってくる（一部は押し付けられる）傾向があります。

「単純な仕事」＝「短時間」な仕事ばかりならいいのですが、「単純な仕事」＝

「面倒でやたら時間がかかる」仕事が結構多いので総務・経理のメンバーは

いつも忙しそうにしています。

単純かつ面倒、時間がかかる仕事の例として、アンケート ( 聞き取り ) 作業が

あります。

弁当の注文、歓迎会の出欠、飲み放題の人数、ストラップの色 ... 等々、ちょっと

聞けば済む話なのですが、結構実は面倒なのがアンケート業務で、原因は

“必ず居る”期日までに出さない非協力的な人、そして最後の集計作業。

弊社では、「LINE WROKS」の機能「アンケート」をつかって総務経理担当者

の時間と手間、そしてストレス削減に成功しました！

契約顧客社数が
１年間で7.8倍に増加 !

7.8倍
FY16

FY17

アンケート機能
LINE WORKS

機能紹介
 第１回

LINE WORKSの

アンケート便利機能

アンケートに答える人の便利
●スマートフォン /PC対応で、
　いつでも、どこでも回答できる。
●回覧版と違って、全員が同時に回答できる
●回答内容を他の人に知られない

アンケートを作る人の便利
●対象メンバーを指定できる
●同時に全員に告知できるので短時間でできる
●回覧版と違って、期日に必ず回収できる

▲弊社で作成されたアンケートの数々

▲オリジナルのアンケートが簡単に作れます▲弁当の数量確認も自動集計＆グラフで楽勝♪

導入されるお客様急増!!
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とっても

便利 !

しかし、ここまでやっても回答してくれない人も必ず居るんですよね ....

しかし誰が答えてないかも一発でわかる機能があるので催促あるのみ！ 総務経理の戦いは続きます ( 笑 )

次回は面倒かつ時間がかかる仕事第二弾！「回覧機能」について解説いたします。
次月号『LINE WORKS 回覧機能』

で始める業務改善業務改善
５月 9日～ 11 日にかけて開催された日本最大の IT 展示会 ITWEEK で、AI( 人工知能 ) より、RPA( 業務自動化 ) より人気だったブースが、

「サイボウズ KINTONE」。

「KINTONE」は、Webデータベース型の業務アプリ構築クラウドサービスで、Webブラウザやスマートフォンで動作するアプリをクリックしな

がらプログラム無しでも作っていくことができるサービスです。

リリースは2012年と意外に古くからあるサービスなのですが、「ユーザーと一緒に良いものを作っていく」姿勢の開発会社が次々と、ユーザー

の現場で意見を聞きながらすぐに使えるアプリが作成できる「KINTONE」に注目し、プログラム無しでアプリを作成できるサービスとして二年

ほど前から人気が急上昇しています。

※機能を追加するプラグインと言われる部品や、JavaScript のプログラム追加も可能であり拡張性が高いもの人気の理由です。

こんな業務にお勧め!
●予約名簿の管理　●営業日報
●案件情報管理　●顧客名簿や社員名簿
●備品管理や車両管理

EXCELの表だと不便に感じる、
「いつでも・どこでも・ササっと入力＆閲覧」が
できると便利な事がアプリ化に向いています。

弊社で作成された

アプリの数々。簡単な

ものが多いのですが、

外出先のPCやスマート

フォンからも活用が

できることで、業務

改善効果は絶大です。
純日本製で日本人がわかりやすく、取り組みやすい部品を配置して、設定するだけの
簡単な仕組みです。検索やグラフ、CSVにデータを出力する機能は自動的に設定され
ます。更に弊社がお手伝いさせていただければ、高機能なアプリに拡張することが
可能となります。

プログラムを１行も記述することなく、スマートフォン対応のアプリが完成します。

パソコンでの入力画面 スマートフォン版

「KINTONE」のアプリ作成画面

弊社は、皆様ご存知の通りお客様向けに業務システム

開発を行っていますので、高度なプログラム開発ができ

ますが、お客様のプログラム作成でいつも忙しそう...

なので医者の不養生のごとく、自社向けのプログラム

開発はどうしても後回しになりがちです。

しかし待っているだけでは業務改善は進みませんので、

ITサポート部や総務部も自分たちで業務改善を推進で

きるツールとして、高度なことはできなくても、

EXCEL で管理している表程度なら Webアプリ化が

可能な「KINTONE」でアプリを作成して情報共有を進めて

います。

最近では、総務のパートタイムスタッフまで自分でアプリ

を作り始めるなど改善意識が高まってきています。

まずは80%の完成度で使い始め、問題点を早い時点で

洗い出し、残り20%をプログラマー陣に調整や機能追加

をお願いして業務の活用度を向上させていく手法は、

高速にPDCAサイクルを回すことにつながり業務改善、

そしてコスト削減に大きな効果があります。

業務改善にご興味がありましたらご検討ください。

人人人 ... でいっぱいの
IT 展示会の超人気ブースが
”KINTONE”


